
コツコツと	⼩さな声をかたちに	!

細⽥ともや

⼊間市議会議員 活動レポート	(	令和-1	)

平成3年	⼥性として⽣まれる	.⼊間市⽴野⽥中学校卒業、私⽴埼⽟平成⾼等学校卒業		

帝京⼤学医療技術学部臨床検査学科卒業.		⼤学在学中に、⼥性→男性に⼾籍変更 

臨床検査技師として病院勤務.		2017年⼊間市議会議員選挙	最年少25歳	初当選

互いを尊重しあえる

“⼊間市”を⽬指すために！

皆様の⽀えがあり3年⽬を迎えることができました。

全ての定例会において、⼀般質問をさせて頂いております。少しずつ“声がかたち”になった事が

ありました。⾄らない点もあるかと思いますが、これからも市⺠の皆様の声を市政へ届けるべく

尽⼒して参ります。今後ともご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。

ご挨拶

〜プロフィール〜
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「⼊間市エンディングプランサポート事業」

スタートしました。

が

平成31年4⽉から、⾼齢者⽀援課で

横須賀市の

「エンディングプラン・サポート事業」

の検討を

⾝寄りがない⾼齢者の死後の不安を軽減する為



(2)	市に専⾨の相談窓⼝は設けていないが、

細⽥ともや

080-8789-8649〒858-0055	埼⽟県⼊間市新光806-888

検索細⽥智也

制服の⾃由選択制の導⼊を

(1)	市内中学校の制服の現状

http://tomoya-hosoda.com

オフィシャルHP

soudan@tomoya-hosoda.com

04-2688-4808

⼊間市の事・⾝近なお困り事など、お聞かせください。

質問

答弁 (1)	現状は、男⼦がスラックス・⼥⼦はスカート

(2)	性的少数者とされる⽣徒も含め、

(3)	教育委員会に対して直接要望等は寄せられていない。

(4)	⼀律には予定していないが、

(2)	全国的に様々な⾃治体で

当市としてはどのように認識しているのか.

(3)	⽣徒や保護者からの要望等の現状

(4)	制服の⾃由選択制の導⼊に対する⾒解

・市内⼩・中学⽣や保護者に

や

スラックス等を選択できる⾃由選択制を導⼊に対しての⾒解

LGBT・ 寒さなどの防寒に配慮し、

ニーズ調査の実施を

制服の⾃由選択制が導⼊され始めているが、

全ての⽣徒が⽣き⽣きと学校⽣活を送れる為には、

選択肢の⼀つとしてあってよい。

防寒・活動のし易さ等の観点からも

特に⼥⼦⽣徒に関しては

検討に値する取り組みである。

独⾃に調査をしている学校もある。

児童⽣徒・保護者の  ニーズ把握することは重要だと認識している。

制服の⾃由選択制は有効であり、今後、あり⽅を研究していく必要がある。

男⼥混合名簿の導⼊を

質問 (1)	導⼊に向けての調査の進捗状況

・⼀昨年の⼀般質問で男⼥混合名簿を取り上げたが、その後の進捗状況 

(2)	導⼊に対しての⾒解

答弁 (1),(2)併せての答弁

実際に、男⼥混合名簿を採⽤している市もある。

今後、

不育症患者への⽀援

質問 (1)	不育症についての認識

(2)	患者への⽀援の推進

・相談窓⼝と周知啓発をどのように⾏っているのか

(3)	治療費助成制度の体制

・治療費助成制度はどのような体制

答弁 (1)	流産や死産を繰り返し、悩んでいる⽅の相談に応じ、正確な情報を提供する必要がある。

県では、不妊専⾨相談センターを設置し、

保健所でも⼥性の健康に関する相談を⾏っている。

⾯接相談や妊娠・不妊・	不育症に関する

電話相談を⾏っており、

地域保健課において随時相談を受け付けている。

(3)	現在、治療費の助成は⾏っていない。まずは、不育症検査費助成事業の周知に努める。

健康福祉センターで発⾏している保健情報誌「健康いるま」や

市公式ホームページなどで周知している。 

導⼊は選択肢の⼀つとしてあって良いと認識している。

このチラシはUDフォントを使⽤しています。 討議資料

後援会発⾏


